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Fig. 1 Modulated frequency dependence of 
Im[J] at different applied voltages. 

 

Fig. 2 Effective applied voltage dependence of 
the inverse of the transit times. 
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はじめに 有機薄膜太陽電池(OPV)の電力変

換効率と電子・正孔の移動度バランスは密

接な関係があるため[1]、OPV 内の電荷輸送

特性を調べることは重要である。これまで

我々は、変調光電流(MPC)法[2]により、OPV

の移動度や二分子再結合定数の評価を行っ

てきた[3]。本報告では、MPC 法を用いるこ

とで、実際に動作している OPV の電子・正

孔移動度を簡便に同時評価できることを示

す。 

実験 P3HT:PCBM を用いたバルクへテロ接
合の OPV を作製し、測定試料とした。測定
試料の構造は ITO/ZnO/P3HT:PCBM(190 nm) 
/MoO3/Al であり、電力変換効率は 2.7 %で
あった。MPC 法には正弦波変調した 488 nm
のレーザーを用い、信号の検出にはロック
インアンプを用いた。 
結果及び考察 Fig. 1 に MPC 法による光電
流密度の虚数成分（入力信号に対して位相
が 90°遅れる成分）Im[J]の周波数特性にお
ける印加電圧依存性を示す。2 つのピークが
見られ、この 2 つのピークは電界依存性を
示した。Im[J]のピーク周波数����から 

� =
������
�

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (1) 

によりキャリア移動度�が求まる。ここで、
�は測定試料の膜厚、�は P3HT:PCBM 層に
かかる電圧を示す。また、走行時間��は�� =
����
�� より得られる。Fig. 2 に��

��の実効電圧
依存性を示す。式(1)より��

��は|��� − �|に比
例するため、その傾きから移動度を算出す
ると電子・正孔の移動度はそれぞれ 1×10-3 
cm2/Vs、2×10-4 cm2/Vs となった。ここで、
正孔の移動度は光誘導吸収法[4]によって得
られる移動度との比較により決定した。本
報告では 2 つの明瞭なピークが得られたが、
��にある一定の差がなければ電子・正孔の移
動度を分離することができない。その場合、
��の温度依存性を調べることで 2 つの移動
度を決定することができる。 

 当日は局在準位分布を考慮した場合にお
いても MPC 法による移動度評価が可能で
あることを数値計算によって示し、MPC 法
より得られる移動度の温度依存性について
も報告する。 
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